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脳神経節側 M-L軸 ､端側
PCの介在神経細胞
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図1 PCの構造モデル
PCはD-∨方向に平行な機能ユニットが並んだ非線形振動子のネットワークとして
記述できる.黒丸は学習の時にLuciferyeHowで染色される細胞群を表している.
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